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1.  平成22年11月期第1四半期の連結業績（平成21年12月1日～平成22年2月28日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年11月期第1四半期 14,715 13.7 2,163 62.4 2,134 59.9 1,069 103.9
21年11月期第1四半期 12,940 ― 1,331 ― 1,334 ― 524 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年11月期第1四半期 34.66 34.64
21年11月期第1四半期 17.00 16.98

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年11月期第1四半期 57,557 19,412 33.7 629.33
21年11月期 57,466 18,809 32.7 609.79

（参考） 自己資本   22年11月期第1四半期  19,412百万円 21年11月期  18,809百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年11月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
22年11月期 ―

22年11月期 
（予想）

15.00 ― 15.00 30.00

3.  平成22年11月期の連結業績予想（平成21年12月1日～平成22年11月30日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

29,700 11.3 3,200 2.8 3,150 2.2 1,850 14.0 59.98

通期 63,500 15.9 6,600 5.7 6,500 6.2 3,800 1.0 123.20



4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】「４．その他」をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年11月期第1四半期 31,204,917株 21年11月期  31,204,917株

② 期末自己株式数 22年11月期第1四半期  357,864株 21年11月期  359,740株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年11月期第1四半期 30,845,614株 21年11月期第1四半期 30,853,408株



 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、平成20年からの急速な世界経済減速の影響から、やや持ち直

しの動きが見られつつありますものの、生産設備や労働力の過剰感が根強く、デフレ状態も持続していることか

ら、依然として予断を許さない状況が続いております。 

 医薬品業界におきましては、本年４月に診療報酬改定と薬価改定が実施され、ジェネリック医薬品の使用促進策

としての後発医薬品調剤体制加算点数に大幅な引上げが折込まれており、調剤薬局を中心としたジェネリック医薬

品の使用拡大が期待されております。 

 このような状況において当社は、ジェネリック医薬品の品質・生産能力・生産性の向上を目的として滑川第一工

場（富山県滑川市）に大型設備投資を行い、本年４月１日から稼働いたしました。また、グローバル基準に対応し

た世界に挑戦する開発拠点として、ジェネリック医薬品の開発・生産・品質管理に一体で取組むグローバル開発品

質管理センター「ハニカム棟」の建設を計画しており、本年11月に着工し、竣工は平成23年12月を予定しておりま

す。  

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間の業績は、売上高が147億15百万円(前年同四半期比13.7%増)、営業利益

が21億63百万円(同62.4%増)、経常利益が21億34百万円(同59.9%増)となりました。また、「ハニカム棟」建設に伴

う滑川第一工場の除却予定額を減損損失として特別損失に計上しましたが、繰延税金資産の回収可能性を見直した

ことによる税金費用の減少により、四半期純利益は10億69百万円(同103.9%増)となりました。 

   

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ90百万円増加し、575億57百万円となり

ました。これは受取手形及び売掛金が２億23百万円、たな卸資産４億21百万円それぞれ増加したものの、「ハニカ

ム棟」の建設に伴い既存建物の除却予定額を減損損失として計上したことなどに伴い有形固定資産が６億34百万円

減少したことによるものであります。 

 負債につきましては前連結会計年度末に比べ５億12百万円減少し、381億44百万円となりました。これは長短借入

金の純増加額が21億５百万円あったものの、支払手形及び買掛金が４億91百万円、未払法人税等が９億24百万円減

少したことなどによるものであります。 

 純資産につきましては利益剰余金の増加により前連結会計年度末に比べ６億３百万円増加し、194億12百万円とな

りました。  

② キャッシュ・フローの状況 

 「営業活動によるキャッシュ・フロー」は、当第１四半期連結会計期間において９億68百万円の支出超過（前年同

四半期比５億６百万円減）となりました。主な内訳は、税金等調整前四半期純利益15億８百万円、減価償却費の計上

４億42百万円、法人税等の支払額14億34百万円、未払費用の減少７億43百万円、仕入債務の減少４億91百万円、たな

卸資産の増加４億21百万円であります。 

 「投資活動によるキャッシュ・フロー」は、当第１四半期連結会計期間において５億８百万円の支出超過（同20億

13百万円減）となりました。これは製造販売権の承継により無形固定資産の取得による支出が４億50百万円あったこ

となどによるものであります。 

 「財務活動によるキャッシュ・フロー」は、当第１四半期連結会計期間において16億２百万円の収入超過（同23億

72百万円減）となりました。これは業容の拡大に伴い長短借入金の純増加額が21億５百万円あったことや、配当金の

支払額が４億63百万円あったことなどによるものであります。 

 以上の結果、当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ１億25百万円

増加し、11億48百万円となりました。  

  

平成22年1月14日に公表致しました連結業績予想から修正を行っておりません。   

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報

３．連結業績予想に関する定性的情報



  

  該当事項はありません。  

   

  

① 簡便な会計処理                                          

  （固定資産の減価償却費の算定方法) 

 定率法を採用している固定資産につきましては、当連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算   

定する方法によっております。 

（棚卸資産の評価方法) 

 当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末に係る実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ます。 

 なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

  

  

  該当事項はありません。  

  

  

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更



５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年11月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,670,746 1,545,387

受取手形及び売掛金 14,633,506 14,410,021

有価証券 1,666 1,666

商品及び製品 10,367,245 9,931,532

仕掛品 2,612,777 2,685,719

原材料及び貯蔵品 3,569,370 3,510,942

その他 2,320,454 2,210,015

貸倒引当金 △422,000 △421,000

流動資産合計 34,753,766 33,874,286

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 4,518,517 4,989,859

機械装置及び運搬具（純額） 1,772,730 1,896,045

土地 3,414,764 3,414,764

建設仮勘定 6,627,855 6,626,805

その他（純額） 769,565 809,974

有形固定資産合計 17,103,432 17,737,449

無形固定資産   

のれん 1,014,118 1,004,048

その他 2,127,836 2,270,288

無形固定資産合計 3,141,954 3,274,337

投資その他の資産   

投資有価証券 1,455,719 1,459,754

その他 1,184,695 1,196,878

貸倒引当金 △82,338 △76,338

投資その他の資産合計 2,558,076 2,580,295

固定資産合計 22,803,464 23,592,082

資産合計 57,557,230 57,466,368



（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年２月28日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年11月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,015,810 11,507,397

短期借入金 13,767,731 11,425,000

1年内返済予定の長期借入金 1,677,092 1,471,436

未払法人税等 575,927 1,500,284

返品調整引当金 40,000 39,000

賞与引当金 337,954 －

その他 2,271,554 3,785,932

流動負債合計 29,686,070 29,729,050

固定負債   

長期借入金 4,445,804 4,888,847

退職給付引当金 2,588,612 2,577,677

その他 1,423,910 1,461,620

固定負債合計 8,458,326 8,928,145

負債合計 38,144,397 38,657,195

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,064,257 3,064,257

資本剰余金 1,838,280 1,837,737

利益剰余金 14,624,218 14,017,801

自己株式 △421,688 △423,731

株主資本合計 19,105,068 18,496,064

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 43,937 49,281

土地再評価差額金 263,826 263,826

評価・換算差額等合計 307,764 313,108

純資産合計 19,412,833 18,809,173

負債純資産合計 57,557,230 57,466,368



（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年２月28日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年２月28日) 

売上高 12,940,650 14,715,221

売上原価 7,220,407 7,728,511

売上総利益 5,720,243 6,986,710

返品調整引当金繰入額 － 1,000

返品調整引当金戻入額 17,835 －

差引売上総利益 5,738,078 6,985,710

販売費及び一般管理費 4,406,187 4,822,501

営業利益 1,331,890 2,163,208

営業外収益   

受取利息 683 1,275

受取配当金 4,074 4,109

負ののれん償却額 57,447 57,447

共同開発費用分担金 26,885 －

その他 21,781 35,338

営業外収益合計 110,872 98,170

営業外費用   

支払利息 68,431 58,718

支払手数料 － 34,472

手形売却損 23,162 13,248

売上債権売却損 － 18,223

その他 16,250 2,461

営業外費用合計 107,843 127,125

経常利益 1,334,919 2,134,254

特別利益   

固定資産売却益 2,228 139

貸倒引当金戻入額 8,944 －

特別利益合計 11,172 139

特別損失   

たな卸資産評価損 384,510 －

固定資産処分損 961 837

減損損失 － 370,946

投資有価証券評価損 2,411 28,164

工場休止関連費用 10,755 225,670

特別損失合計 398,638 625,617

税金等調整前四半期純利益 947,453 1,508,776

法人税等 423,025 439,681

四半期純利益 524,428 1,069,094



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年２月28日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 947,453 1,508,776

減価償却費 418,753 442,020

減損損失 － 370,946

のれん償却額 47,377 47,377

負ののれん償却額 △57,447 △57,447

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8,944 7,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 18,833 10,934

返品調整引当金の増減額（△は減少） △17,835 1,000

賞与引当金の増減額（△は減少） 350,569 337,954

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △21,500 －

受取利息及び受取配当金 △4,758 △5,384

支払利息 68,431 58,718

固定資産売却損益（△は益） △2,228 △139

固定資産処分損益（△は益） 961 837

投資有価証券評価損益（△は益） 2,411 28,164

売上債権の増減額（△は増加） △802,593 △223,265

たな卸資産の増減額（△は増加） △846,600 △421,197

仕入債務の増減額（△は減少） 840,397 △491,587

未払費用の増減額（△は減少） △631,607 △743,880

その他 △46,156 △355,489

小計 255,518 515,338

利息及び配当金の受取額 5,112 5,269

利息の支払額 △47,887 △54,475

法人税等の支払額 △1,687,172 △1,434,169

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,474,429 △968,037

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △6,000 －

有形固定資産の取得による支出 △2,269,505 △39,431

有形固定資産の売却による収入 2,228 9,341

無形固定資産の取得による支出 － △450,000

無形固定資産の売却による収入 121,500 －

投資有価証券の取得による支出 △234,975 △31,280

貸付金の回収による収入 248 178

その他 △135,532 2,371

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,522,037 △508,821



（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年12月１日 
 至 平成21年２月28日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年12月１日 
 至 平成22年２月28日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,807,851 2,342,731

長期借入金の返済による支出 △261,437 △237,387

自己株式の取得による支出 △185,017 △313

自己株式の売却による収入 304 －

ストックオプションの行使による収入 16,070 2,900

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △42,235

配当金の支払額 △403,239 △463,488

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,974,531 1,602,207

現金及び現金同等物に係る換算差額 8 9

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △21,927 125,358

現金及び現金同等物の期首残高 544,367 1,022,823

現金及び現金同等物の四半期末残高 522,439 1,148,181



 該当事項はありません。 

  

 前第１四半期連結累計期間（自平成20年12月１日 至平成21年２月28日） 

 当第１四半期連結累計期間（自平成21年12月１日 至平成22年２月28日） 

  単一セグメント（医薬品事業）のため、いずれも事業の種類別セグメント情報は記載しておりません。  

  

 前第１四半期連結累計期間（自平成20年12月１日 至平成21年２月28日）  

 当第１四半期連結累計期間（自平成21年12月１日 至平成22年２月28日） 

  在外子会社等がないため、いずれも所在地別セグメント情報は記載しておりません。 

   

 前第１四半期連結累計期間（自平成20年12月１日 至平成21年２月28日）  

 当第１四半期連結累計期間（自平成21年12月１日 至平成22年２月28日） 

  海外売上高は、いずれも連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。  

   

 該当事項はありません。 

   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記


	日医工株式会社(4541)　平成22年11月期 第１四半期決算短信: 日医工株式会社(4541)　平成22年11月期 第１四半期決算短信
	- 1 -: - 1 -
	- 2 -: - 2 -
	- 3 -: - 3 -
	- 4 -: - 4 -
	- 5 -: - 5 -
	- 6 -: - 6 -
	- 7 -: - 7 -
	- 8 -: - 8 -
	- 9 -: - 9 -
	- 10 -: - 10 -


